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問 1. 次の連立一次方程式を解き, 解の集合を求めよ.

{
x + y + z + u = 1
x + 2y + z − u = 2

問 2. a, b を定数とする. (x, y, z) に関する連立一次方程式

(∗)


ax + y + z = b

x + ay + z = b

x + y + az = b

について以下の問に答えよ.

(1) (∗) の解が存在するための必要十分条件を求めよ.

(2) (∗) の解が存在する場合, 解の自由度を求めよ.

問 3. a を定数とする. (x1, x2, x3) に関する連立一次方程式
x1 + ax2 + ax3 = 1

x2 + x3 = a

x1 + a2x2 + ax3 = a

−ax1 + ax2 + a2x3 = 1

の解が存在するための a に関する必要十分条件を求めよ. また解が存在しそれが唯一つであ
るための必要十分条件を求めよ.


